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通期連結業績予想の修正並びに個別業績見込みの前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 29年５月 12日に公表した平成 30年３月期の連結業績予想を下記のとおり

修正いたしましたのでお知らせいたします。 

また、当社は個別業績予想を開示しておりませんが、平成 30年３月期の個別業績見込みと前期実績値との

間に差異が生じる見込みとなりましたので、併せてお知らせいたします。 

 

１．平成 30年３月期通期連結業績の予想数値の修正（平成 29年４月１日～平成 30年３月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

3,000 

百万円 

50 

百万円 

30 

百万円 

10 

円 銭 

0.86 

今回修正予想（Ｂ） 2,592 39 32 12 0.98 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △408 △11 2 2 - 

増 減 率（ ％ ） △13.6 △22.0 6.7 20.0 - 

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年３月期） 
2,691 32 28 7 0.65 

 

２．修正の理由 

 平成 30年 3月期の連結業績につきましては、ケーブルテレビ事業者向けに ITサービスを提供する当社連結

子会社ネクストキャディックスは、東京オリンピックに向けた伝送路の拡張など、旺盛な IT 需要を背景に業

績は好調に推移しました。また、防災関連システムを主力とする当社連結子会社システムシンクにおきまして

も、気象レーダーシステムの受注など業績は堅調に推移しました。 

一方当社におきましては、AI やブロックチェーンなど先端技術を応用した製品開発を優先したため、新規

顧客からの受注が計画を下回ることとなりました。加えて、当期予定していた大規模システムの受注が、次年

度（平成 31年 3月期）に延期することとなりました。 

 これらの結果、連結売上高及び連結営業利益は、前回予想を下回る見込みとなりました。 
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３．平成 30年３月期通期個別業績見込みの前期実績値との差異 

（平成 29年４月１日～平成 30年３月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 期 実 績 値 （ Ａ ） 

（平成 29 年３月期） 

百万円 

1,725 

百万円 

△57 

百万円 

△61 

百万円 

△45 

円 銭 

△4.09 

当期実績見込み（Ｂ） 

（平成 30 年３月期） 
1,606 △54 37 50 4.08 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △119 3 98 95 - 

増 減 率（ ％ ） △6.9 - - - - 

 

４．差異が生じた理由 

 前述のとおり、先端技術の製品開発を優先したことや大規模システム案件の受注が延期したことから、前年

実績を下回る見通しであります。なお、経常利益及び当期純利益につきましては、平成 30年 3月 30日に開示

のとおり、連結子会社から配当金（100百万円）を受領したことによるものです。 

 

（注）１．上記の見通しは、本資料作成日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、不確

実な要素を含んでおります。実際の業績等は、今後様々な要因によって記載内容と異なる可能性

があります。 

２．今回修正予想の１株当たり当期純利益については、期末の期中平均株式数（自己株式控除後）

12,254,994株に基づいて算出しております。 

 

以 上 


